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１．組織の概要

（１）事業所名及び代表者氏名

　　　神奈川環境開発株式会社

　　　代表取締役　白石　慎太郎

（２）所在地

　　　　認証・登録範囲

本社　　　 　　      　　〒254-0026　　神奈川県平塚市中堂16番11号

リサイクルプラント　　 〒254-0026　　神奈川県平塚市中堂3番地

厚木支社　　       　　〒243-0004　　神奈川県厚木市水引1丁目8番12号

機材センター 　   　　〒254-0026　　神奈川県平塚市中堂16番地

秦野営業所            〒259-1322　　神奈川県秦野市渋沢2-28-2

伊勢原営業所　　　　〒259-1132　　神奈川県伊勢原市桜台4-16-36

綾瀬営業所　　 　　　〒252-1124　　神奈川県綾瀬市吉岡709番地

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

環境管理責任者　　二梃木　秀敏 　

担当者　　　　　　　　二梃木　秀敏

連絡先　　　　　　　　〒254-0026　　神奈川県平塚市中堂16番11号

Ｔｅｌ　　　0463-21-4792 Ｆａｘ　　　0463-22-4045　

Ｅ－ｍａｉｌ　　　　　　　hidetoshi_nichogi@kanagawa-kankyou-k.co.jp

（４）事業活動の内容

　　一般廃棄物収集運搬業（積替保管含む）

　　産業廃棄物収集運搬業

　　廃棄物リサイクル業、一般貨物自動車運送業　

　　下水道及び道路の清掃メンテナンス、清掃業

（５）事業の規模

（１）法人設立年月日：昭和45年6月

（２）資本金：1,000万円

（3）組織図：図１のとおり

事業規模

受諾廃棄物量

従業員 人 47

延床面積　 ｍ2 1,145.85

活動規模 単位 2023年度

売上高 百万円 884

2022年度

収集運搬量計（ｔ） 10,841

一般廃棄物量（ｔ）

産業廃棄物（ｔ）

4,822

6,019

産業廃棄物（ｔ） 5,968

2023年度

収集運搬量計（ｔ） 11,573

一般廃棄物量（ｔ） 5,605
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図１　組織図

 

１．環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局
２．環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
３．環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
４．環境経営活動の実績集計、環境関連法規等取りまとめ表の作成
５．環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
６．環境関連の外部コミュニケーションの窓口、環境活動レポートの作成

従業員 １．環境経営方針を理解し、部門の環境経営計画に従って活動する。

部門責任者

１．自部門における環境経営システムの実施、環境経営方針の周知、従業員に対する教育
　　訓練の実施、自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告
２．自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告
３．特定された項目の手順書作成及び運用管理
４．自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト、訓練を実施、
　　記録の作成
５．自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

役割・責任・権限
１．経営における課題とチャンスを整理し、明確にする
２．環境管理責任者の任命
３．環境経営方針の制定
４．環境経営システムの実施および管理に必要な資源の準備
５．環境経営システムの定期的見直しの実施
６．社内情報の外部公開可否決定

１．環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善
２．社長への環境経営システムの実施状況報告
３．推進機関であるＥＡ２１ＥＭＳの事務局の責任者として事務局運営
４．それぞれの業務・役割に応じ、必要な教育訓練を適切に計画・実施する
５．関連法規の取りまとめ表の維持管理、遵守徹底
６．環境関連文書及び記録の作成・整理

代表者

環境管理責任者

EA21事務局

実施体制及び責任･権限表

代表者
白石 慎太郎

環境管理責任者

二梃木 秀敏

ＥＡ２１事務局
大津 歩夢

清掃部門責任者
山下 哲郎

一般・産廃部門責任者
杉本 育男

総務部門責任者
山下 みどり



（２）施設等の状況

　①収集運搬業：運搬車両

※収集運搬は全量を車輌による運搬とする

　②収集運搬業：一般廃棄物積替保管施設有

保管面積　Ａ＝4.0×4.0＝16.0㎡

保管量　　Ｖ＝（2.0×4.0）÷2×4.0＝24.0㎥

図２　積替保管排出工程図

※家庭系排出ごみ、家電リサイクル品
※営業範囲は平塚市内に限る

２．対象範囲

（１）認証・登録対象組織

本社　　　 　　      　　〒254-0026　　神奈川県平塚市中堂16番11号

リサイクルプラント　　 〒254-0026　　神奈川県平塚市中堂3番地

厚木支社　　       　　〒243-0004　　神奈川県厚木市水引1丁目8番12号

機材センター 　   　　〒254-0026　　神奈川県平塚市中堂16番地

秦野営業所            〒259-1322　　神奈川県秦野市渋沢2-28-2

伊勢原営業所         〒259-1132　　神奈川県伊勢原市桜台4-16-36

綾瀬営業所            〒252-1124　　神奈川県綾瀬市吉岡709番地

（２）認証・登録対象活動

　　一般廃棄物収集運搬及び一般廃棄物積替保管業

　　産業廃棄物収集運搬業

　　廃棄物リサイクル業、一般貨物自動車運送業　

　　下水道及び道路の清掃メンテナンス、清掃業

2t深ダンプ車 1,850kg 477×174×205 1台
2t平ボデー車 2,000kg 448×169×196 1台
2t平ボデー車 2,000kg 449×169×195 1台

塵芥車 2,600kg 531×189×232 1台
塵芥車 3,150kg 574×209×226 1台

4tアームロール車 3,600kg 587×220×245 1台

塵芥車 3,300kg 577×209×228 1台

2tロングパワーゲイト車 2,000kg 618×190×231 1台
1台2tパワーゲイト車 2,000kg 611×189×216

1.5tパワーゲイト車

合計

神奈川環境開発(株)積替・保管施設

1台

39台

700kg 451×169×186

677×218×283 1台
4tパワーゲイト車

収
集
運
搬

家
庭
系
一
般
廃
棄
物

混
合
一
般
廃
棄
物

　一時多量ごみ

　家電リサイクル品

4tダンプ車

4t吸引車 1台

4tアームロール車 3,800kg 619×220×245 1台

1台
3,950kg 742×224×241 1台

2,000kg

1台2,000kg 469×169×198

2,000kg 448×169×196

3,850kg 543×220×248

2,000kg 468×169×197 1台

530×189×247 1台

2,400kg 674×220×267

2tパワーゲイト車 1,500kg 449×169×199 1台
2tパワーゲイト車

1台
2t平ボデー車 1,200kg 443×169×197 1台

塵芥車 2,000kg 529×184×230 1台

2t深ダンプ車 1,550kg

塵芥車

1台4tアームロール車

4tアームロール車

1,550kg 679×219×298 1台

3,250kg

1台

4tユニック車

3,800kg

4,050kg 581×217×245 1台

2t平ボデーパワーゲイト車

616×220×242

3tアームロール車 3,000kg 435×169×199

4tアームロール車

2tパワーゲイト車

1台

塵芥車 1,800kg 701×220×273 1台
塵芥車

1台

塵芥車

1台

車　種 最大積載量 車両寸法（全長×幅×高さ）　単位：㎝

7tアームロール車 6,500kg 676×226×353

10tダンプ車
10tダンプ車

保有台数
10tアームロール車 11,000kg 921×249×305 1台

8,900kg 784×249×322 1台
8,200kg 784×249×348

　紙くず

　金属くず

　その他一般廃棄物

2,450kg 642×213×284 1台

リサイクル・処分先

　(株)サトウ　リサイクル部門

　西濃運輸(株)　茅ヶ崎支店

　紙材リサイクル工場

　金属リサイクル工場

　平塚市環境事業センター

　平塚市資源回収協同組合　他

　民間一般廃棄物中間処理場

　平塚市破砕処理場

　平塚市リサイクルプラザ

475×178×229 1台

3,650kg 597×224×247 1台
4tアームロール車 3,650kg 588×220×244

塵芥車 2,750kg 583×211×271 1台
塵芥車 2,750kg 583×211×271 1台
塵芥車 3,300kg 577×209×228 1台
塵芥車 3,300kg 577×209×228 1台
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産業廃棄物収集運搬業許可取得内容

R9.10.19

優良認定

令和4年3
月24日

令和4年7
月20日

令和4年9
月7日

令和2年10
月20日

令和3年11
月1日

許可年月

年月日

令和3年12
月3日

令和4年2
月16日

令和4年3
月14日

許
可
地
域

有効期限

許可番号

産業廃棄物の種類　◎（石綿含有産業廃棄物を含む。）●（水銀使用製品産業廃棄物又
は水銀含有ばいじん等）

年月日

燃
え
殻

汚
泥

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

ゴ
ム
く
ず

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス
く
ず

鉱
さ
い

が
れ
き
類

ば
い
じ
ん

紙
く
ず

木
く
ず

繊
維
く
ず

動
植
物
性
残
さ

動
物
系
固
形
不
要
物

動
物
の
ふ
ん
尿

動
物
の
死
体

政
令
第
２
条
第
１３
号
廃
棄
物

神
奈
川
県

R10.10.31
優良認定

01403022386
○
●

○
●

○
●

○
●

○
●

◎
●

○
●

○
●

◎
●

◎
○
●

○ ○ ○ ○

千
葉
県

R10.11.8
優良認定

01200022386
○
●

○
●

○
●

○
●

○
●

◎
●

○
●

○
●

◎
●

◎
○
●

○ ○ ○ ○

静
岡
県

R11.2.15
優良認定

02202022386
○
●

○
●

○ ○ ○
◎
●

○
○
●

◎
●

◎
○
●

○ ○ ○ ○

東
京
都

R11.3.13
優良認定

13-00-022386 ○
○
●

○ ○ ○
◎
●

○
○
●

◎
●

◎ ○ ○ ○ ○ ○

埼
玉
県

R11.3.10
優良認定

01101022386
○
●

○
●

○ ○ ○
◎
●

○
○
●

◎
●

◎
○
●

○ ○ ○ ○

群
馬
県

R11.7.19
優良認定

01000022386 ○
○
●

○ ○ ○
◎
●

○
○
●

◎
●

◎ ○ ○ ○ ○ ○

山
梨
県

R11.9.6
優良認定

01900022386 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

栃
木
県

00900022386 ○ ○ ○ ○ ○
◎
●

○
○
●

◎
●

◎ ○ ○ ○ ○ ○



特別管理産業廃棄物収集運搬業許可取得内容

R8.11.9

優良認定

R9.11.27
○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○

東
京
都

令和4年11
月28日

13-50-022386 ○ ○ ○

令和1年12
月18日

許
可
地
域

有効期限

許可番号

特別管理産業廃棄物の種類　

年月日

引
火
性
廃
油

廃
油
／
特
定
有
害
産
業
廃
棄
物

強
酸

廃
酸
／
特
定
有
害
産
業
廃
棄
物

強
ア
ル
カ
リ

強
ア
ル
カ
リ
／
特
定
有
害
産
業
廃
棄
物

感
染
性
廃
棄
物

廃
石
綿
等

鉱
さ
い
／
特
定
有
害
産
業
廃
棄
物

燃
え
殻
／
特
定
有
害
産
業
廃
棄
物

汚
泥
／
特
定
有
害
産
業
廃
棄
物

ば
い
じ
ん
／
特
定
有
害
産
業
廃
棄
物

神
奈
川
県

01453022386 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



一般廃棄物収集運搬業許可取得内容

平塚市内の事業系一般廃棄物

平塚市内の家庭系一般廃棄物（家電リサイクル法対象物に限る）

平塚市内の家庭系一般廃棄物（一時多量ゴミ及び適正処理困難物に限る）

ごみ（一般廃棄物）

一般廃棄物（ごみ）

ごみ

一般廃棄物（ごみ）

一般廃棄物（ごみ）

一般廃棄物（ごみ）

一般廃棄物（ごみ）

一般廃棄物（ごみ）

ごみ中
井
町

R4.4.21 R6.3.31 4中環第　11　号

R5.4.3

R5.11.9
大
磯
町

R7.11.12 磯美第31号

有効期限
許可番号

厚
木
市

R6.3.31 第1-38号R4.3.9

一般廃棄物の種類

年月日 許可証に記載

許可年
月

年月日

平
塚
市

R7.11.18 平塚市収運許可第1-5号R5.11.19

許
可
地
域

綾
瀬
市

R7.7.3 綾瀬市指令り第　51　号

伊
勢
原
市

R7.8.3 第　27　号

R5.7.3

R5.7.14

秦
野
市

R7.10.30 秦野市許可一廃収第　46　号

海
老
名
市

R6.3.31 海老名市指令第　86　号

R5.10.30

R4.3.17

寒
川
町

R6.6.30 寒川町指令環第　26　号

茅
ヶ
崎
市

R7.4.15 第　16　号

R4.6.27



環境経営方針

基本理念

 当社は、相模川、花水川が海にそそぐ豊かな相模平野の自然と、古くから商工業が栄
えた湘南の地で「廃棄物処理業・環境保全事業」を通じ、「人と物の調和から新たな快適
さを生み出すこと」を使命と考えて活動しております。
この自然豊かな地域の環境を汚すことなく長く子孫に伝えつつ、限りある地球の資源を
技と知恵を尽くして再資源化していくことは、当社の事業目的と共通の理念であり、その
ことを当社のそれぞれが認識し活動していくことが大切です。そこでここに環境方針を定
め常に上の段階を目指した環境方針に尽力し、周辺地域はもとより地球環境に貢献し
てまいります。

行動指針

　当社は上に掲げた基本理念に基づき、事業活動における環境への影響を社員全員
が理解し、以下の項目について、環境経営の継続的改善に取り組みます。

１．国・地方自治体などの環境に関連する規制及び当社が同意したその他の要求事項
を遵守することはもとより、自主管理基準を設定して、継続的に汚染の予防に努める。

２、地球環境保護のために、省資源・省エネルギー・リサイクル活動を推進します。

　　　　①　燃料（軽油、ガソリン、灯油、など）使用量の削減

　　　　②　電気使用量の削減

　　　　③　総排水量の削減

　　　　④　廃棄物排出量の削減

３.回収した廃棄物の分別再資源化の徹底と、効率的な回収方法の改善に取組ます。

４．この方針は、当社で働く又は当社のために働く全ての人に周知され、社内外に公表
します。

令和4年11月1日
神奈川環境開発株式会社
代表取締役　白石慎太郎
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承　　認 作　　成
2022/11/16 2020/11/16

二梃木　秀敏 二梃木　秀敏

2%削減 3%削減

kg-CO2 381,228 377,338

CO2原単位
kg-CO2/百万円

471.23 466.42

2%削減 3%削減

Kwh 21,264 21,047

kg-CO2 10,632 10,524

CO2原単位
kg-CO2/百万円

13.14 13.01

2%削減 3%削減

L 145,533 144,048

kg-CO2 370,286 366,507

CO2原単位
kg-CO2/百万円

457.71 453.04

2%削減 3%削減

L 124 123

kg-CO2 310 307

CO2原単位
kg-CO2/百万円

0.38 0.38

2%削減 3%削減

㎏ 1529 1513

2%削減 3%削減

 m3 1118 1107

0.2ポイント増 0.2ポイント増

％

42.1% 42.3%

注(1)購入電力のCO2排出係数：0.500

注(2)グリーン商品購入額／全（用品）購入額　×100（％）

注(3)再資源化（リサイクル）量／受託廃棄物量　×100（％）

注(4)ＰＲＴＲ法該当の化学物質は使用しておりません。

４.　受託し
た一般廃
棄物の再
資源化率
の向上

（再資源化率） 0.2ポイント増

41.7% 41.9%

2．廃棄物
　　排出量
　　の削減

（一廃排出量） 1%削減

1560 1544

3．水資源
　　投入量
　　の削減

（水使用量） 1%削減

1,141 1130

1.3灯油使
用量の削
減
　　料使用
量
　　の削減

1%削減

127 126

316 313

0.39 0.39

1.2自動車
燃
　　料使用
量
　　の削減

1%削減

148,503 147,018

377,843 374,064

467.05 462.38

1.1電力使
用
　量の削

減(1)

1%削減

21,698 21,481

10,849 10,741

13.41 13.28

１．二酸化
炭
　　素排出
量
　　の削減

（排出量） 1%削減

389,008 385,118

480.85 476.04

環　境　経　営　目　標

環境目標

基準（実績） 中期目標

2022年度
（Ｒ3.11.1～Ｒ4.10.31）

2023年度
（Ｒ4.11.1～Ｒ5.10.31）

2024年度
（Ｒ5.11.1～Ｒ6.10.31）

2025年度
（Ｒ6.11.1～Ｒ7.10.31）単位
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５．環境経営計画、環境経営目標の実績、環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

CO2原単位
kg-CO2/百万円

CO2原単位
kg-CO2/百万円

CO2原単位
kg-CO2/百万円

CO2原単位
kg-CO2/百万円

○：目標達成、×：目標未達

・使用する暖房器具の見直し

・目標比　101.4％　車両洗車時
の節水を徹底させる。次年度も
継続的に実施する事。

・目標比　101.5％　電子データ
や社内メールの活用により排出
量を抑制して目標達成。次年度
も継続的に実施展開する。

・目標比　103.9％　本社事務所
でのエコ活動への取り組みが目
標達成につながった。次年度も
継続的に実施する。

・目標比　114.１％　新たに導入
した車両の燃費向上やエコドラ
イブの定着が目標達成につな
がった。次年度も継続的に実施
展開する。

・目標比　101.9％　本年度は大幅
に使用する車両を入替た事が使用
燃料の削減に繋がり目標達成。絶
対値目標、原単位目標ともに達
成。次年度も継続的に実施展開す
る。

L

(kg-CO2）

100

374,064

415.5

・温度設定最適化の徹底 313 249

区分

単位

〇

③灯油使用量の削減 1%削減

10,329

1％削減
〇

385,118

〇

kg-CO2

環境経営計画

取組結果とその評価（2022年11月～2023年10月）

環境経営目標 実績
達成

評価及び次年度の取組内容

①電力使用量削減 1%削減

・LED照明への切替検討 21,481 20,658

・装置の不使用時電源ＯＦＦ

・低燃費車の導入検討

kWh

(kg-CO2）

・エアコンの温度設定最適化

10,741

1%削減

147,018

0.39

②車燃料使用量削減

126

L

(kg-CO2）

・車輌点検整備の徹底

〇

２．廃棄物排出量削減 1%削減

　・コピー紙等のリサイクル

　・一廃分別の徹底

〇

３．水資源投入量削減

1,130 1,114

・洗車時の節水

m3・節水の周知徹底

1%削減

（％）

kg
1,544 1,520

・目標比　130％　更に再資源化
を求めていく上で分別方法の合
理化を検討する必要はあるが次
年度も継続的に実施展開する
事。

４．回収した一般廃棄物 再資源化率 再資源化率

・エコドライブの徹底

377,879

排出係数：0.50０kg-CO2/kWh

〇の分別徹底 41.9% 54.5%

リサイクル率の向上

462.38 ○

427.5476.0 ○

128,861
〇

367,301

・目標比　126％　本年度は温暖
化の影響もあり年間を通して使
用する灯油の量が減った事が
目標達成につながった。次年度
も継続的に実施する。

0.28 ○

１．二酸化炭素排出量

　　　　　　　　の削減

13.28 11.68 ○
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６．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

適用される主な環境関連法規等は次のとおりである。

環境関連法規等の遵守状況を確認し評価した結果、環境関連法規等への違反・訴訟はあり

ませんでした。なお、関係当局よりの違反等の指摘は過去3年間ありません。

７．代表者による全体評価と見直しの結果

（１）全体評価

（2）見直しの結果

④　実施体制の見直し変更の必要性　　 　　　　　　　　　　　　　　・・・・なし

適用環境関連法規等 適用される事項（施設、物質、事業活動等） 確認

廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物（金属クズ、廃プラ、廃油等） ○

今後もリサイクル循環型企業として、引き続き社員1人ひとりが自覚を持って

デーゼル規制 ディーゼル車の粒子状物質排出規制 ○

消防法（危険物） 灯油 ○

➀　環境経営方針の変更の必要性　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・なし

行動するよう期待します。

②　環境経営目標の変更の必要性　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・なし

③　環境経営計画及び環境経営システム等の変更の必要性　　 ・・・・なし

今年度の目標である電気使用量の削減、灯油の使用量の削減

廃棄物排出量の削減、水資源投入量の削減、回収した一般廃棄物の

分別徹底リサイクル率の向上については前年度に見直しを行い

目標達成することが出来ました。

環境目標の達成は、決して簡単に達成できた項目ばかりではありませんので

油断をせずに活動し取りこぼしのないように推進して行きます。
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2015年9月に国連で開かれた「国連維持可能な開発サミット」
の中で「SDGs（持続可能な開発目標）」が決められました。
「17の目標」と「169のターゲット（具体目標）」で構成された
「SDGs」は国際社会の共通目標です。

当社は、相模川、花水川が海にそそぐ豊かな相模平野の自然と、古くからの商工業が栄えた湘南の地で「廃棄物処理業・環境保全事業」

を通じ、「人と物の調和から新たな快適さを生み出すこと」を使命として活動しております。この自然豊かな地域の環境を汚すことなく

長く子孫に伝えつつ、限りある地球の資源を技と知恵を尽くして再資源化していくことは、当社の事業目的と共通の理念でありその事を

当社のそれぞれが認識し活動しております。ＳＤＧｓ宣言を通じて当社一人一人が責任ある行動を自覚し理想的な社会の実現を目指して

まいります。

　環境

廃棄物の処理・リサイクルの各段階で、環境負荷を極力低減するべきことはもちろんですが、大量生産・大量消費・大量廃棄の社会システム

を改善することもまた重要です。適正な分別、保管、収集、運搬、再生、処分等を求められる循環型社会推進基本法が制定され、

環境への負荷ができる限り低減される「循環型社会」を形成するために「廃棄物の発生抑制」Reduce、「再使用」Reuse、「再生利用」Recycle、

「熱回収」Thermal Recycle、循環的な利用ができない物の適正な処分を更に推進し環境負荷の削減に取り組みます。

　社会

地球温暖化対策など環境面での社会的課題も多くあり、環境循環型企業としての責任と自覚を持ち地域社会に貢献していく事が当社の

環境理念であり、環境経営目標に沿った取り組み継続していく事が重要だと考えております。特に使用する車両の点検・整備等を重点的

に行うことにより生活環境の保全に努め、低公害車の導入を積極的の進めてまいります。

　経済

地域経済の活性化に向けた取り組みとして、労働環境の整備や持続可能な社会の実現に向けて積極的に高齢者雇用並びに障害者支援に

取り組んでまいります。これにより、職場での働き方を見直し安全で持続可能な職場環境を構築していきます。

神奈川環境開発 SDGs宣言
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